
1958年生まれ、1990年東京大学大学院博士課程修了、1990年名古屋大学助手、1993年静岡
大学助手、1994年静岡大学助教授、1999年静岡大学教授、2006年静岡大学創造科学技術大
学院教授、2013年グリーン科学技術研究所所長

“カイコ遺伝子発現系を用いた生物機能の革新的利用”
教授　朴　龍洙（生物工学、ナノバイオ科学）

　最近、遺伝子解析装置の発達によりその遺伝暗号（遺伝子）の解析が手
軽にできるようになりましたが、遺伝子は暗号に過ぎずその機能は依然分
からないままです。そこで、タンパク質生産工場と知られているカイコを
様々な遺伝子発現ツールとして用い、本来生物が持っている機能を最大発
現する研究を行っています。カイコを用いて各種抗原、微量で機能するホ
ルモン等のタンパク質を効率的に生産し、インフルエンザウイルスの様な
感染症を検出できる先端ナノバイオ科学研究を行っています。また、ウイ
ルスと同様な構造で遺伝物質を持たないウイルス様粒子は、ウイルスと構
造上類似していますが、遺伝子物質を持たないため、感染しません。本研
究では、このようなウイルス様粒子をカイコで自由自在に作り、感染症の
ワクチン、がん細胞の追跡やイメージング、及びドラッグデリバリーへと
革新的応用を行っています。
　我が国の誇る資源生物であるカイコによる、「from Silk road to Bio-
road」への開拓をしていきたいと思います。

　カイコ（蚕）は、漢字で“天の下に虫”と書かれており、立派なシルクを人類に与えた恵みの昆虫です。我が
国のカイコに関する研究は世界最先端を走っており、タンパク質工場としての研究はかなり進んでいます。カイ
コは元々シルクというタンパク質を大量に作る能力を有しているので、シルクの代わりに遺伝子産物（タンパク
質）を大量に作ることができます。欧米は生命科学が進んでいますが、タンパク質生産技術については我が国が
先を走っています。我が国では犬や猫のインターフェロンを既にカイコで生産しています。今後、ワクチンや病
気の治療用タンパク質も蚕から生産されるでしょう。蚕は、シルクロードからバイオロードという、新たな道を
日本から西へ拓くと信じています。
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